
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型）   
令和７年４月23日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立平塚農商高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の基礎学力を

充実・定着させ、学

科併置の特色をいか

し、磨き合う学習活

動の工夫・改善に取

組む。 

②国際化、６次産業

化を視野に入れた教

育課程の充実を図

る。 

①ＩＣＴを利活用した

組織的な授業改善を進

め、学習評価の改善に

つなげる。 

②カリキュラムの修

正・見直しを進め、農

業科・商業科の充実し

た教育課程を模索す

る。 

①ロイロノート等を活

用した授業計画を作成

し、学習活動の充実・

改善に向けた相互授業

計画や研究授業・研究

協議を充実させる。 

②カリキュラムの見直

し等の検討を進める。 

①ロイロノート等の研

修会を年３回以上実施

できたか。 

生徒による授業評価で

授業のあり方や学習状

況について改善が見ら

れたか。 

②各教科における具体

的なカリキュラムの検

討が進められたか。 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①生徒が安全・安心

に学校生活を送るた

めの指導を充実さ

せ、生徒自らが主体

的に行動し、新たな

社会的課題に対応で

きる人材の育成を図

る。 

②責任感や連帯感の

醸成と達成感が得ら

れるよう生徒主体の

活動を充実させる。 

 

 

 

①生徒一人ひとりの悩

みや不安について、Ｓ

ＣやＳＳＷなどの専門

家と積極的に情報共有

し、より一層、安全で

安心して学校生活を送

れる環境を構築する。 

②生徒が自主的・積極

的に活動できるような

指導体制を構築する。 

②農商メディアセンタ

ーを授業において、調

査・探究で活用しやす

い施設となるよう整備

していく。 

①教員による生徒の観

察の他、かながわサポ

ートドックのアンケー

トにより、早期にＳＣ

やＳＳＷと生徒を繋

げ、生徒の不安や悩み

の解決に結び付ける。 

②生徒が活動しやすい

環境整備と職員の意識

改革を図る。 

②農商メディアセンタ

ーを利用者が使いやす

いようにサイト集とし

てまとめる。 

①生徒の悩みや不安に

対して、職員が適切に

対応することができて

いたか。 

①カウンセリングの必

要な生徒とＳＣ及びＳ

ＳＷとの面談をスムー

ズに行うことができ、

不安の解消につなげる

ことができたか。 

②各種行事運営等で生

徒が連携して積極的に

活動することができた

か。 

②利用冊数、来館者

数、利用する科目数を

前年度以上とすること

ができたか。 

     

３ 進路指導・支援 

①社会の動向に柔軟

に対応できる産業人

として、産業構造の

変化や社会のニーズ

等に対応した人物育

成を推進する。 

②キャリア教育の充

実を図り、高い専門

性を持つスペシャリ

ストを育成する。 

①生徒が地域や社会の

一員としての自覚を持

ち、専門性を持つ産業

人としてより良い社会

の実現に貢献していこ

うとする意欲と態度を

育む。 

②生徒が見通しを持っ

て主体的に進路活動に

取り組めるよう、進路

支援体制の充実を図

る。 

①高校での学びや経験

をとおして、生徒が社

会人として必要な能力

を自ら伸ばそうとする

意欲を育むため、キャ

リア・パスポートの活

用を推進する。 

②進路相談体制の拡充

を進めるとともに、教

職員の進路指導に関す

る知識・スキルの向上

を図るため、校内研修

を実施する。 

①各学年の特性や学習

活動の状況等に応じ、

キャリア・パスポート

を効果的に活用するこ

とができたか。 

①生徒に社会人として

必要とされる基礎的な

ビジネスマナーが身に

付いているか。 

②進路相談体制の拡充

が図られたか。 

②実践的なキャリア教

育研修を実施すること

ができたか。 

 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①農業科や商業科の

専門教育活動につい

て積極的に地域に広

報し、ＰＲするとと

もに、魅力ある学校

づくりを推進する。 

②農業科、商業科そ

れぞれの高い専門性

の知識と技術をいか

しつつ、社会に貢献

することができる生

徒を育成する。 

①農業科・商業科にお

ける専門的学びの魅力

を広く発信し、専門教

育の魅力をＰＲしてい

く。 

②地域の特性をいかし

た地域協働や産学連携

等に積極的に参加し、

地域への貢献をとおし

て生徒の育成に繋げ

る。 

 

①学校ＰＲの手法の検

討と見直しを行い、内

容の充実を図り、本校

の魅力を効果的に伝え

ていく。 

②地域の幼小中学校や

地域団体との連携（見

学・体験学習・企画参

加等）を深め、地域か

ら求められる学校を目

指す。 

①学校説明会の依頼実

績、学校説明会・体験

入学等の参加率やアン

ケート集計内容等の実

績を検証することがで

きたか。 

 

②地域からの依頼実績

や地域が求める協働の

機会拡大に努められた

か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①信頼と期待に応え

る学校づくりを推進

するため、事故・不

祥事防止を徹底し、

教職員の意識醸成や

校内環境及び組織体

制の整備をする。 

②安心で快適な教育

環境の整備のため、

生徒と向き合う時間

を確保するための教

員の働き方改革の実

現と、組織的・計画

的な学校安全管理を

推進する。 

①定期的な不祥事防止

研修会を実施し、教職

員の危機管理意識を高

める。 

②ＩＣＴを活用した校

務の効率化と勤務時間

を意識した業務や会議

内容を精選する。 

②災害特性を踏まえた

避難訓練及び危機管理

マニュアルに基づいた

チェック体制を着実に

実施する。 

①不祥事防止研修会等

を計画的に実施し、情

報共有する。また、報

告・連絡・相談を円滑

に行い、不祥事防止に

努める。 

②職員一人ひとりが勤

務時間を意識するとと

もに、校務の効率化を

図る。 

②生徒・職員対象の Ｄ

ＩＧ研修や計画的な防

災避難訓練を実施す

る。 

①事故・不祥事件数ゼ

ロを達成したか。 

②勤務時間後の退勤を

促すとともに、自己研

鑽や教材研究に向けた

時間を確保することが

できたか。 

②生徒・職員対象の災

害特性を踏まえたＤＩ

Ｇ研修や計画的な防災

避難訓練の実施によ

り、防災意識を高める

ことができたか。 

     

 

 


